
Q　
こ
の
夏
に
は
会
員
制
大
型
量
販

店
が
開
業
す
る
が
、
こ
の
機
会
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
活
か
し
て
い
く
の

か
。

A　
県
内
初
と
な
る
コ
ス
ト
コ
ホ
ー

ル
セ
ー
ル
東
近
江
倉
庫
店
の
出
店
に

よ
り
、
市
外
、
県
外
か
ら
本
市
へ
の

来
訪
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
市
の

Q　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
、

①
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

対
す
る
人
材
確
保
は
。

②
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
世
帯
へ
の

支
援
の
内
容
は
。

A　
①
勤
務
時
間
を
で
き
る
だ
け
柔

軟
に
設
定
す
る
こ
と
で
従
事
し
や
す

い
環
境
と
し
、
校
内
教
育
支
援
員
の

人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

②
基
本
的
に
通
所
に
係
る
利
用
料
を

補
助
の
対
象
に
、
月
額
４
万
円
を
限

度
と
し
、
そ
の
２
分
の
１
を
支
援
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

Q　
令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

①
歳
入
増
の
取
り
組
み
と
そ
の
財
政

運
営
は
。

②
見
積
要
求
額
に
対
す
る
査
定
決
定

額
の
差
は
。
ま
た
、
積
み
残
し
事
業

の
対
応
は
。

③
少
子
化
対
策
予
算
は
。

A　
①
地
理
的
優
位
性
や
豊
か
な
地

域
資
源
を
い
か
し
、
市
税
や
ふ
る
さ

と
寄
附
な
ど
の
収
入
増
に
取
り
組
む

と
と
も
に
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の

原
則
の
も
と
、
適
正
規
模
に
よ
る
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
予
算
見
積
り
に
対
し
、
約
48
億
円

の
精
査
を
行
い
ま
し
た
。
積
み
残
し

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
時
期
を
逸
す

る
こ
と
な
く
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
妊
産
婦
の
医
療
費
や
健
診
助
成
、

周
産
期
医
療
の
充
実
、
民
間
保
育
所

の
整
備
な
ど
約
５
億
円
で
す
。

Q　
教
員
の
欠
員
数
と
改
善
は
。

経
済
へ
の
大
き
な
変
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
コ
ス
ト
コ
の
出
店
が
も
た
ら

す
影
響
力
や
集
客
力
を
し
っ
か
り
と

活
用
し
、
本
市
の
知
名
度
向
上
を
は

じ
め
、市
内
の
飲
食
店
、観
光
施
設
、

道
の
駅
、
中
心
市
街
地
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
所
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

新
た
な
経
済
循
環
に
つ
な
が
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

A　
育
休
な
ど
の
補
充
を
除
く
臨
時

雇
用
の
欠
員
教
員
は
小
学
校
で
31
名
、

中
学
校
で
25
名
で
す
。
教
員
の
標
準

定
数
は
、
県
教
育
委
員
会
の
所
管
で

あ
り
、
欠
員
の
削
減
や
標
準
定
数
外

の
加
配
な
ど
の
配
置
改
善
に
つ
い
て

強
く
要
望
を
重
ね
て
い
ま
す
。結
果
、

次
年
度
は
、
小
学
校
で
10
名
の
欠
員

が
正
規
教
員
で
の
配
置
と
な
り
、
中

学
校
で
も
新
た
に
10
名
の
正
規
教
員

が
配
置
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

Q　
人
口
減
少
対
策
は
本
市
の
に
ぎ

わ
い
の
み
な
ら
ず
、
行
政
施
策
の
根

幹
と
な
る
税
収
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
も
重
要
課
題
と
い
え
る
。

２
０
１
５
年
策
定
の
東
近
江
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
２
０
年
の
人

口
目
標
を
11
万
１
７
３
９
人
と
し
て

い
た
が
、
国
勢
調
査
の
実
績
で
は
11

万
２
８
１
９
人
と
目
標
値
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
人
口
減
少
対

策
の
評
価
と
今
後
の
施
策
は
。

A　
本
市
で
は
人
口
減
少
対
策
を
市

政
の
最
大
の
課
題
と
し
て
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、
全
庁
を
挙
げ
て
施
策
の

推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
や
京
阪
神
と
中
京
圏
の

結
節
点
に
位
置
す
る
地
理
的
優
位
性

も
あ
り
、
人
口
減
少
の
カ
ー
ブ
は
緩

や
か
な
状
況
を
維
持
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
対
策
は
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
日
本
人
の
人
口
に
限
っ
て
み
る

Q　
本
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
で
あ

っ
て
も
世
帯
数
は
増
加
し
て
お
り
、

住
宅
需
要
は
旺
盛
な
は
ず
で
あ
る
が
、

①
市
街
化
区
域
に
ま
と
ま
っ
た
優
良

宅
地
が
減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

長
期
的
な
視
点
で
新
築
需
要
に
対
す

る
宅
地
開
発
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

②
増
え
続
け
る
空
家
の
対
策
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

A　
①
本
市
の
市
街
化
区
域
で
は
宅

地
開
発
を
す
る
ま
と
ま
っ
た
土
地
は

減
少
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
地
区
計
画
制
度
や
令
和
４
年
度
の

条
例
改
正
に
よ
り
一
定
の
条
件
下
で

市
街
化
調
整
区
域
で
も
分
譲
宅
地
の

造
成
、
一
戸
建
て
の
建
売
住
宅
お
よ

び
賃
貸
住
宅
の
建
築
と
い
っ
た
非
自

己
用
の
開
発
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

新
築
需
要
に
対
す
る
宅
地
開
発
は
、

そ
れ
ら
の
手
法
で
対
応
し
て
い
け
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
空
家
に
係
る
対
策
は
、
所
有
者
が

適
正
に
管
理
す
る
な
ど
の
意
識
改
革

を
図
り
つ
つ
、
空
家
バ
ン
ク
制
度
に

よ
る
空
家
の
活
用
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
空
家
の
解
体
に
係
る
補
助
制
度

と
、
こ
の
５
年
間
で
２
９
０
５
人
の

大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
外
国

籍
人
口
の
増
加
に
よ
り
人
口
減
少
カ

ー
ブ
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
日
本
人
と

外
国
人
の
区
別
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

日
本
人
の
減
少
を
外
国
人
が
補
い
、

減
少
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

を
新
た
に
創
設
し
、
管
理
で
き
な
い

空
家
の
解
体
を
促
進
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

Q　
市
街
化
区
域
に
あ
る
未
利
用
地

や
空
家
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
新

た
な
宅
地
開
発
の
余
地
が
出
て
く
る

と
考
え
る
が
、

①
直
近
の
空
家
は
何
件
く
ら
い
に
な

る
の
か
。

②
そ
の
う
ち
市
街
化
区
域
内
の
割
合

は
。

A　
①
令
和
５
年
度
当
初
で
１
７
１

８
件
で
す
。

②
約
３
割
が
市
街
化
区
域
内
に
あ
り

ま
す
。

太
陽
ク
ラ
ブ
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英
幸

人
口
減
少
対
策
の
評
価
は

コ
ス
ト
コ
を
ど
う
活
か
す
か

予
算
決
定
の
優
先
順
は

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

利
用
者
へ
の
支
援
は

本
市
の
住
宅
政
策
は

公
明
党

竹
内　

典
子

新
政
無
所
属
の
会

井
上　

 

均

空家を解体して新たな宅地に

東近江市の将来人口の見通し
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